
S  P Q ― ■ 2  は じ め て の S F X  S

本書はSFXを 初めて使用される方のためにかかれています。

O最 初に
本機にはノーマルモー ドはありません。ただし、他人に使用されないようにするため、死んだふり機有駒 あ`ります。

死んだふ り機能の状態では、メモリー操作のキー以外は、受け付けなくなります。PTTや 、モニターが

ききませんので、無線機としては使用できなくなります。同時に、安心ロックがかかります。
安心ロックとは、暗証番号を知っている人だけがスペ シャルを使用できるようにする機能です。
暗証番号がわかりませんと、スペシャル状態にできませんので忘れないようにしてください。

○最初にスペシャルモー ドにします。
MONキ ーを押して、ピッという音と同時に、CHが 表示 されれば、スペシャル状態にすでになつています。
スペシャル状態でない場合は、以下の操作により、スペシャルにしてください。

十

回

= >

ROMカ ー トリッジが挿入されていれば、自局の免許番号はその免許番号になります。

|(5桁 の暗証番号 )|
|             十

このR寺、AT I S

O安心ロックをセッ トします。

の表示となる

スペシャル状態を他人に知られたくない場合、セット
暗証番号がわからないとスペシャル状態に戻せなく

I F I 十
= >

しますと、無線機としての機能を停止します。
なります。

0 0 0 □ □

リセッ ト= > | _ _ _ |

= >

◎最初から、使用て きるスペシャル機能。

1,モ ニターに移る際、Ch表 示をします。 例 、

２

　

３

４

　

５

ダウンモードの 35CH

モニターから、PTTを 押すことにより、割り込み送信できます。

5分 、 1分 の通話制限はありません。ただし、相手の局が通話制限状態になつたとき、相手局たけリセットして
しまわないように、表示パネルの、1分 、5分 、の表示に注意してください。

リセット、モニター、レディのどの状態からでも、メモリー、群番号の打ち替えができます。

0か ら9の数字以外の特種文字番号が、打てます。
なお、先頭の数字もアルファベットにしたい場合は
リセット状態の時に、リセットのキーを押してから
群番号の設定を行なってください。

メモリーリード=>ロ メモリー>□ F十=>□

イクの、リセット=>□ とター=>ロ セレクト=>□

例 部 などの真つ黒群番号 りめ 卜 十
1 メ

剖 り
」

メ刊 リー ド … メ劇 リー
可

6,リ セット状態の時、マイクのセ レクトキーにより、メモリー群番号の呼び出しができます。

呼び出される順序は、メモリー0=>1=>2=>. .9の 順です。

7,レ ディ中に、CHの 確認ができます。マイクの ス ケルチキーを押すと、表示されます。

5FDE R L

向o「 nL



8,メ
]をF第霊轡嘗暑景g母畳岳【草鵜 !岳畳砦暫符塞謡尋曾蟹浄岳ぞ督ま堺Fに

行なえます。

ノーマルの状態では、メモリードか、メモ
と?嵩恵た議是鋼塚頁習学Fば

な明こしているよ
待ち受けの設定解除になりますが、SFXで ミ

たたし、メモリリー ド と  メ モリ

緊急

例 メ モリリー ドを押した場合 =>

1 -一  メ モリー 1の 待ち受け
2 -―  メ モリー2
3 -―  メ モリー3
4 -―  交 通コー ド
5 -一  高 速
6 -―  緊 急
7 -―  近 接
8 -一  Aコ ー ド
9 -一  Bコ ー ド の 待ち受け

のキーは、それてれ別の待ち受け設定になります。

ON/OFF

接

O N / O F F

O N / O F F

二>   日 と 15 0N

=>   Rこ と  oN

それぞれの表示がついて、

待ち受け状態となります。

例 メ モリを押した場合 主 >  H55q8 又 は  日 と 15 又 は  日 とと

4 -―  メ モリー4の 待ち受け
5 -―  メ モリー5
6 -一  メ モ リー6
7 -―  メ モリー7
8 -一  メ モリー8の 待ち受け

9 -―  免 許番号の待ち受け

0 -―  全 群番号で待ち受け

なお、以上の待ち受けの優剣慣位は、以下のようになります。

全群番待ち受け > 免 許番号待ち受け > メ モリー待ち受け > 特 殊群番持ち受け

全群番と、免許番号の待ち受けのときには、他のメモリーなどの待ち受けは、無効になります。
モニターなどから、リセットした時に、上記と同じ表示が出ます。

免許番号の待ち受けでは、待ち受ける相手の番号を、自分の番号に記憶させる必要があります。
免許番号の取り方、打ち込み方は、免許番号の解読の欄に記しています。

待ち受け群番号で呼び出された場合、後記する、サウンドで呼び出し音を行ないます。
これにより、どのメモリーの群番号で呼び出されたの力均ミ、群番号を確認しなくてもわかります。



9,群 番号解読の時、表示された群番号を、自分のメモ リーにコピーすることができます。
コピーしたい群番号が表示されたら、以下の操作 を行ないます。

□
十

□
= >匡

墓 ∃
十

□
から

□
のキー ( 0碗 合) = > L 量

」

この例では、メモリーOに 、コピーしていますが 、以前に記憶されていたメモリーは、消されます。
消してもいいメモリーナンバーを選んで押してください。雑用メモリーをあらかじめ決めておくとよいてしょう。

1 0 , C Hの 指定が、キー入力により行なえます。

例50CHにセットする。 □ 十□十[三三:∃=>

例 123CHに セッ トする。 回+□+□十
CHが 2桁 の場合、キー入力も2桁 で行な火ます。

例ダウンモードの22CHにセットする 高コ+「丁]十厚]十i研
4桁 入力の場合は、先頭の桁をモー ドと判断 します。

1,チ ャンネルの、メモリー、呼び出しができます。
PQSFXは 、 10個 のチャンネルメモリーを持っています。

○メモ リーする。
まず、記憶させたいCHに 、セッ トします。

例100CHにセットする。  □ +[コ司+□十[とヨ=>□咽B
1 0 0 C Hで モニター状態となります。その後、例として、CHメ モリー 1に、記憶します。

□
2脚 押し =>1仁

生星三」
十

□
=>臣

至 ヨ
10是

▼千ぎ見まむ淀y―

Hこ

○メモ リー しているCHに 移る。 (メモ リーを呼び出す 。)
先程、CHメ モリー 1に入れた、 100CHを 呼び出してみます。

ここで注意する点は、CH指 定のときは、2、 3、 または4桁入力でしたが、 1桁 入力の場合は、
CHメ モリーの指定と解釈します。

メモリーセット、呼び出しとも、0か ら9までの10個 のCHメ モリーが使用できます。

リセット、モニター、レディのいずれの場合からでも、CHの 移動が瞬時に行なえます。
また、設定した時のモードも同時に、記憶しています。CHメ モリー呼び出し時にも、そのモー ドに
自動的に移ります。

十 1モ ニタ |

十 一

= > [ 型

501

L」



12,自 局の免許番号の表示

□ + □= >
現在使用している自局の免許番号を、表示させます。

有記のように、3回 にわけて表示されます。
どうやら、私の機械には、ATIS ROMが
入つていないようです。

13)相 手局の免許番号の表示
受信した、ATIS信 号の中の、

中

旦|+

自局の場合と同様、3回 にわけて表示されます。
この人は、ちゃんとATISの 中に免許番号が
あるようです。でも少しおかしいかな??

免許番号を作る!!
自局の免許番号をつく

□+□十□

□ =>
免許番号を表示させます。

こ。P」 _ + 匝
妻垂∃

=> ―  IЬE』

14,相 手局の免許番号を吸い取る
受信した、ATIS信 号の中の、免許番号を、自局のものにしてしまいます。

□ 十回 = > 1 生豊」 十匝∃= > ―b E 』

，ｂ

戦亀あ子を貨i雪暑名ゎ、譲比護与を、いただきました。
↓
 '翌日

りだしてしまいます。

=> ―  十 □+□+□十□=>
=> , +□ 十回十□十□=>睡王ヨ

=>_ 十 □+□十回十匝∃ =>|ゴFFЬ
これで、免許番号は、123456789 FFB と なりました。

キー入力の際のアルファベット入力は、群番号の場合と同じてす。
お互いに、SFX同 士ですと、電話番号なども、1回のATIS信 号で送れます。

各自、活用方法などを考えてみてください。

16,免 許番号で待ち受ける
リセット中、自局の免許番号と同じ局にだけ呼び出しを受け付けます。

匠憂≡□
2秒間押し 十

睡∃
=>  Rと 15 セ ット (再 度の操作て、ノーマル)=> 群 番号表示

群番号には関係なく、ATISの なかの、免許番号だけに答えます。
あらかじめ、相手の免許番号を吸い取っておくか、記録しておいて免許番号を打ち込んでから使用して
ください。なお、免許番号で待ち受けしている時は、他の待ち受けは無効となります。
また、全群番待ち受けがセットされている場合は、そちらが優先されます。
この表示は、モニターや、レディ状態から、リセット状態になった時に表示されます。

!!、 なお、くれぐれも、悪用しないでください。 !!



Ｆ
　
ぼ
旦

○ の操作方法 そ の1

を押しますと、

1 7 ,

1 8,

十 1 6 1 = > 停□___ 解 除

□十□…・

20,表 示ランプON/OFF
前面の表示ランプを、

回十□ = >

21,特 殊群番 A一 CODE

□
十

□
= >

22,特 殊群番 B― CO′DE

この機能は、リセット状態の時のみ、有効です。操作の後、PTT
て発信します。この時は、リセットするともとの群番号に戻ります。

通話状態からセットした場合は、群番号は変わりません

□

F + 5 ～ 9 に ついて

F □ 5 6 _  の セッ ト、総 、及擁 認がで きます。

↑

この時、表示の左端の桁は、Fの 表示となつています。
この点について注目しておいてください。

また、Fに 続いて表示される数字は、現在のモー ドを表わしています。

ATISI斉 号のカット
Pl Tを 握った時、離 した時、1分 に 1回送信されるAI｀lS信 号を止めてしまう機能てす。

E十 □
=>FBら

弓
セツト

  三
十

回
=>T在 =¬ 解除

セットされていても、リコールの時は送信されますのて、呼び出しはてきます。

群番号の解読
受信 したATIS信 号の中の、群番号を表示 させます。

IL 十回=>F□-5_セット F

19,送 信出力低減
無線機の送信パワーを下げる機能です。遠距離へ妨害を与えている場合なとに有効てす。

□

ON/OFFて きます。

1工=正再荏珂 点燈または消燈

のセッ ト

L到

のセッ ト

bに。』E て晃櫓電警寧;、告を十13暑暑雷骨:畠雷瞥言密緒母官[穀9ま手F= >



Ｆ

蘭

巴

○ の操作方法 そ の 2 F+1～ 3に ついて

に続いて、1～ 3の キーを押しますと、今まで F と 表示されていた部分が、数字に変わります。

上記と同様に、1つのキーの中に、
4つ の機有勢 セ`ットされるようになっています。

例

　

　

↓

つ
づ

け

て
操

作

し
ま
す

↓

○

= >

= >

股セット1 主> 閣
上記のような操作手順により、  F

スペシャル機能をすべてOFFと する。

=  F +5～ 6は 、セッ ト な し

=  F +1の なかは、セッ ト な し

=  F +1+1 が 、セッ ト さ れた

=  F +1+3 が 、セッ ト さ れた

=  F +1+1 が 、解除 さ れた

=  F の 作業から抜けた

2段 セッ トを行ないます。

23,

=   F  lの 中のどれかが表示されている場合
そのキーを押 して表示を消します。

F  lの 中がすべて消えたところて、
RSTキ ーで、  F を 抜けます。

F  2の 中の場合も同様に行ないます。

本機蟹、機管が督蚤frぞれぞれだ、!=2おセテ腎蓄轟峯をぞ京撃季「
。

□ 十□= > L _
↑

この経、三督営添奪どを豊b渇け費手F蜜だr字で伊
IF半二喜各盆響言ず季丁

されます。

睡 ∃  十 睡 ∃

= >  P ― ― 一 ―

 ¬

: 剰 十
睡∃

= >  ョーーーー  ~

スペシャル機能をまずOFFに してから使用されるとよいでしょう。

十□=>日gョЧ

□ => 群 番号募蕩云

+□=>曰

以上の操作を、  F +3に ついてもおこないますと、取り合えず、
設定解除のできるスペシャル機能については、すべてOFFと なります。

□

□

□

□

□



24,マ イクのPTTを ロック式にする
マイクのPTTを ロック式にします。もう、ガチャコンマイクのスプ リングを外さないですみます。

□ 十□十回 =>
25,連 続モー ドの切り替え

モニターサーチの時、 1回 りしてCHの 最初になると、
これにより、すべてのモー ドがつながったようになり、

□ 十回十□ =>

モー ドを一つ進めます。
サーチを行ないます。

28,全 モ
す

全

26 ,メ モリースキャン
CHの 順番のスキャンではなく、CHメ モリーのスキャンを行ないます。

塁黒是二挙録を、)R冒盆宰R芝邑き「督そユ干喜どぁ畳8査を半=寡こどあ督ま与!'項
を参照くたさい。

解除の場合は、各CHメ モ リーが記憶 しているモー ドに、順次切り変わります。

□ 十□十回 =>正 郵
27,空 きCHサ ーチ

スキヤンを空いているCHて 止めるようにします。

多う三丁〉盟縁鴛豪思キヤ経常辱あと習警比ま葛曾壱も看う理辱『
している場合、また、

+ □ 十
睡 ヨ  = >

受け
― ドの制御 CHを 、リセッ ト中に高速にスキャンしながら待ち受けします。
のCHを 聞いている訳ではないので、着信率は悪化します。
ち受けをしている局を呼び出す時には、連続 リコールを使用 してくたさい。

十

□

十

□  = >

2 9 , プライオリティ

監視すど届緑手言露丁督ゎ借2富】品と言r凝喬品にど岳安篭キだ甘どr望格し蟹手ま
卜したCHを

□ 十□十□ =>F正百
30,自 動 リザーフ

す
機能

チ伊重夕>薯亨至ど,!「隷懇Fごき泌戸キ?螢
:学とチ三言登暑普[3号言昏法岳::!リ

ーしておけます。
ここでは、自動的にこのメモリーに機械の判断て
以下の (一致群 全々群)機能と組み合わせて使用 します。

□ 十□十回 =>[E二:lrこ戸可
なお、次に示す全群、一致群番号のリザーフ

f機
能は、この機台抄 セ`ッ トされて始めて使用できます。

品芸百花ごう学工夢メ含守=是塚女そあ姦想を晶ぽ早薇習写あ喜F宅ちと督曇驚忌た苫よ「
います。

ち

モ

つ
侍

□

柿
や勢
□



31,全 群番号リザーア
前記の自動 リザーフと組み合わせて使用します。セットすると、リセッ ト中、スペシャルサーチ中に受信
した、すべての辞番号と、そのCHを リザーブに記憶してゆきます。
また、解除されている場合は、待ち受けセッ トされている群番号と一致 した信号たけを、記憶 してゆきます。

亘 十□十□ =>匡至∃
「+2+3,2+4を セッ トしてリセット待機しますと、辞番解読て次々と変わってゆく群番号を、

後戻りさせて、そのCHに 移動することができます。

32,PITに よる自動 リコール
Pllを 離 した時に、自動的にリコールを送信する機能てす。

メモリしている群番号を、すべてリコールする機能てす。
呼び出すCHは 、リコールを打ったCHに なります。

E十 回十□

販
□

35,日 覚し時計
目覚し時計にします。信和の方式と同じく、減算 カウンタになります。
最小設定時間は、10分 単位です。

□
十

睡 ∃
=>L■

_二__」
十

匝 ヨ
十 い 0分 )

時間になると、タンタントーン方式てうるさくなっていきます。

この時、マイクのPTTを 握 りますと、タイマーが 5分延長されます。
残り時間がある状態で、リセットを押しますと、日覚し時計から、無線機に戻ります。

(時間になった場合は、必ずPTTを 握つてから、リセットを押してください。

″1 30分 後にあわせる。

= > と ~ i + 1 剰十
t_____1  ェ _」

うに、減算タイマですので、すぐに29分 の表示になり

4時 間30分 後 => ピ ピピ +  P T T を 握る= >

十 P T T を 握る= >5分 後 => ピ ピピ =

完全に目が覚めたので、本体のリセットを押 tンて

! 声|  十1 3 1 +

3 3 ,多 群番一括 リコール

3 4 タイマーリコール

通話中 (レディ)、

□ 十□

= > | ∃ ―一

自

　
　
十

3分 問ことにリコールを打つ機能です。

=> |ョ ___Ч
I

百Ｈ
一

間

　

　

　

　

よ

射
”‐Ｆ‐回　　詢

＞〓”‐３‐
一

|ヒЧ―PBI

ます。異常ではありません。

と■里二塁生J偽 分賑 )

翌」
無線機に戻る。

目覚めの悪い人のために、最後には相当大きな音が します。近所迷惑にならぬよう御注意くたさい。



36,ス全とぅと尊こ多をする際に、受信した局と、自分
雪唇岳畳を手告槍富各害壇骨急,最岳を出資縁号ま写。信号の入感するCHで は、30秒 間ATIS信 号 お

サーチを続けます。信号が受信できたなら、群番モ

|」
 2秒

間以上押し続ける => モ ニタともの表示をして、モニターサーチになる。

37,80CHモ ー ド、 158CHモ ー ドの切り警え

呼び出しや モ ニターの際のスキャンの幅などを、80 CHモ ー ドにするか、 158CHモ ー ドにするかを決

めます。

121 2秒 問以 上押 し続ける => 表 示の、80CHと 158CHが 、変わる。

38, CHメ モリがてきます。
メモ リさせたいCHで 、モニタ、またはレディ状態の時に操作します。

1真司  2秒 間以 上押 し続ける => 「 こ村5Eと |この後、メモリしたいNo,の キーを押 します。

=> 15こと=石I CHメモリ2に記憶されました。
一

例 メ モリ2に 記憶 □

3 9 , ロ ーカルモー ド

溶蕃ぢぞ揮矛畳ぎ五翌学汗ヨだF督ゴ夢ヤラ字身採窓薯岳擦燥響言螢チ鼻評智あ謡侵腎軍格態爆薯
力低減状態

低下させる機能になります。遠距離からの混信がある場合などに有効です。

旦 1 2秒
間以上押端 ける =>表 示の、Jぜノ

・―ンが、点燈、消燈する。

40,1分 通話モー ド

通話する相手を、 1分通話モー ドで呼び出します。ただし、自局は、1分 たつてもリセッ トしません。

リセット状態の場合たけ、効果があります。

□ 2秒 問以上押し続ける => 表 示の、1分 が、点燈、消燈する。

41,特 殊群番号の自動設定
交通、高速、緊急、近接の、特殊群番号をセットします。ノーマルにある機能と同じてす。

リセット状態の場合だけ、有効です。レディ状態では群番号は変化 しません。

レディ状態から群番号を打ち変えるには、キー入力により行なってください。

□
2秒 間以上押し続ける =>隔 Eo』 E(交 通 )F0000

□

□

□

2秒 間以上押し続ける =>

2秒 問以上押し続ける =>

2秒 間以上押し続ける =>

(高速 )  F0003

(緊急 )  FF000

(近接 )  F0005|ここ〇どと|
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4 2 , ス タンバイ メロディ機能

ズデラバ芳ダ督学争普整謎 留ご挿響まま)Fttχt苫`唇写搾薦?露ごごも零査ます。
Fの キーに続いて、メモリリー ドのキーを押すことにより、メロディの操作モー ドになります。

□
十

ヒ竺1上上三」
= > [ |。 u∃

 こ
の表示l _‐6いて、1から4のキー却 します。

A,メ ロディのモニタ
あらかじめ内蔵されている、10種 類の音を聞きます。

E十二重yリー耐=>匡覇可十回 =>
メロディと共に、表示が変わります。

L生」
B,メ ロディの選択

PTfの スタンバイ時に、どのメロディを送信するか決めます。

□+[二EE21二:ここ]=>[蔓ヨ十回 主>
続いて、自分の選んだナンバーの数字キーを押します。

∩o― -8 +[三
]  =>  :三

百王 習   この場合、 No. 2の メロディを選びました。

C,メ ロディを送信するタイミング

登だ淫t為`努塁君尊督擦を蚤撮習寧P時、送信終了の時の場合があります。ここで、どちらにするか、

□ 十閥 再] = > 匝∃+ □= >
続いて、0か ら3の どれかのキーを押します

=>下 で
十
.、

匠:王ヨ+□

□
↑出

□

= >

= >

= >匡ヨ

送信開始時

送信終了時

両方とも

5 cjら EL

= >

=> 匠
:墓 墓王ヨ  な

し

D,作 曲機能
自分でメロディや、効果音を創り出す機能です。

□十戸輌司 = > 臣王ョ十□ = >
メモリリー ド・・ひとっ進める    メ モリ・・ひ とっ戻す       モ ニタ ・・編集中の音をテス8、 9・ ・ヵ―ツル移動   oか ら7・ ・各データの入れ替え  リ セッ ト・・編集終了

な
韻占騒轟控ち言てほ!ま基畜率話発こ毒法ぞ?婚舎スま

す。
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43,特 種オプション群番号新
景蚕単綜踏帳虐巌Ⅳをおょすみ呈学広島上卜

3慎:3:客
預塔霊写たな督r寧東評

ヽ
象畢柘β普下から、アルファペッ トの

'F 'ま
でのコー ドで送られ

｀

＞

＞

＞

＞

＞

＞

一一　
一一　
一一　
一一　
一一　
〓

０

０

３

５

６

９

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

Ｆ

０

０

０

０

０

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

＞

＞

＞

＞

＞

＞

＞

＞

＞

＞

十一

十一

一一

一一

十一

一一

一一

一一

一一

〓

１

２

４

７

８

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

E 一 C O D E
P ― C O D E
H ― C O D E
I ″―C O D E

A 一 C O D E
B 一 C O D E

こ
瑠崩混を8警ほr見晶ぶ斉百Pでぁること、
あま骨♀字品1螢塔基苫景督;ま♀P'で

あること

そこで、PQsFXで は、勝手に空 きのコー ドに、

N― CODE十 一_

Y一 CoDE― 一一

r一 CODE一 一一

T一 CODE一 一一

G― CODE一 ―一

U― CODE一 十一
―CODE― ――

C一 CODE一 一一

d― CODE一 一一

F― CoDE十 一_

コードネームをつけてしまいました。

↑各自で好きなコー ド名をつけてください ↑

これらの群番号は、あらかじめメモリーにある訳ではなく、そのコー ドに該当する辞番号を打ち込むと、上記のように表示されるものです。

柳□
=>L二

」
十

回
十

回

十

画

十

□
十

[∃

末尾に該当する部分に、0～ Eの 文字にあたるキーを押せば、上記に記してあるコー ドが表示されるはずてす。

特に、Y一 coDEな ど、どんな通信目的に使用されるかは、推して知るべし。

大いに利用してくたさぃ。また、他の機種では当然表示されませんので、あまり恵地をはらないように,,,

◎ CHに ついて

キー操作によるCH設 定の場合は、01CH～ 158CHま て、可能です。

(モニタースキャンの場合は、02CH～ 158CHま でです。)

ただし、モー ド 5,6,7は 、極度に周波数が離れているため、

無線機本体の性能により、送信できない場合があります。また、送|ヨしていても、安定した電波てあるかは不明です。

このため、この周波数帯での送信は、極力行なわないてください。終段パワーモジュールの故障の原因ともなります。
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⑥ モードの切り替え
モードの切り誉えは、F+メ モリ に 続く数字キーで設定できます。

例 ダ ブルダウンモードにセットする

◎ 最 近の900MHz帯 の様子

パーツナル無線も、もう、5年 の歴史がありますが、最近 になって特に、OFFバ ンドに対する取り締 まりが

強化されてきているようです。湾くことは、このPQS FXの バンドの状態で、6、 7モ ー ドあたりで自動車電話が

入感してくることです。自動車電話は、もつと下の周波数から割り当てがあるはずですので、このあたりの

周波数まで使用しているとなると、相当の加入者数にな っているものと思われます。
うらをかえせば、それだけお金をかけて電波を使用 している局が多くなってきているということです。

また、アップモー ドにあたる、MCA局 の加入数も、相 当伸びているようです。

このため、多大の費用をつかつて運踊 している局が多くなるため、特に、パーソナル無線の、OFFハ ンドに

対する取り締まりが厳 しくなってきています。なにしろ、パーツナルは、彼等にとつては、たたの遊びてすから。

あえて、OFFバ ンドは、送信禁止状態にはしません。いつでも電波は出る。その時になつて

出ないのでは話にならないとおもいます。ただ、どこで使うかだと思います。

各自十分自覚をもって、この、PQSFXを 運用してください。

□=>F□一一+匝∃十□=>座■且

モー ド0-一 ノーマルモー ド

―― ダウンモード

―― Wダ ウンモード

一― トリプルダウンモード

1

2

3

4

9 0 3 ～ 9 0 5 M H z

9 0 1 ～ 9 0 3 M H z

8 9 9 ～ 9 0 1 M H z

8 9 7 ～ 8 9 9 M H Z

8 9 5 ～ 8 9 7 M H z

8 9 3 ～ 8 9 5 M H z

一―― ノーマル

現在割り当てなし■

１
5 -

6 十 一―

7 -―一一

フォースプライベートモード

ファイブプライベートモー ド

シックスプライベートモード

どん底モード :魯::魯3:苦岳号T自啓暑暑
話が'デち'Fち
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◎ リ ザーフ
fメ

モリーについて

○ リ ザーブメモリーとは、一種の裏メモリーです。SFXで は、 1280に も増えたすべてのCHを 、十分有効に

使用するのは、困難なほどになりました。そこで、リザーフメモリーを活用すれば、ある程度のCH,群 番の

管理を機械に任せてしまおうというものです。

○ リ ザーフて きる数は、8個 までです。9個 目を入れますと最初の 1個 が消されてしまいます。

○ 辞 番,CH,モ ー ドまで々ワンタッチで記憶できてしまう便利な機能です。
あらかじめセッ トしておき、CHか らCHへ 、瞬時の QSY(CH移 動 )に 、また、

多数のグループとの掛け持ちQSOも 、らくらくOKで す。

○ リ ザーフメモリーの使い方としては、以下の 4と うりが もっとも便利と思われます。

1、 リセッ ト待機中、呼ばれた群番 ,CH,モ ードを記tglして、リセット状態を続ける。

2 リ セッ ト待機中、群番解読で、次々表示される群番をためておき、希望の群番号のところまて、

後戻りさせる。

3、 モニターサ=チ から、スペシャルサーチを行ない、待ち受けと同じ群番を見つけたら、
その群番,CH,モ ー ドを記憶して、スペシャルサーチを続ける。

4、 自分であらかじめ、リザーブメモリーに記憶しておき、そのCH間 を自由に行き来する。

以下に、それてれの機能の組み合わせ方法を例として記 します。
なお、スペシャル機能は、すべてOFFの 状態からセットするものとします。
また、群番号の、メモリー及び、待ち受けの設定はされているものとします。

01,リ セット中の留守番機能

自動 リザーフ
・
機能を、O Nに します。  I F I  十

1勧 +区
∃

二> P一 ―ヨー

以上をセッ トしてリセット待機すれば、自動的に呼び出しを受け30秒 後にその群番,CH,モ ー ドを記憶し

リセット状態に戻ります。

02,リ セット中の群番戻 し

自動 リザーブ機能を、ONに します。
 回

十
『

+ヨ =>雷 ― ヨ

全群番号 リザーブ機能を、ONに します。
□

+睡
三

十
回

=>P_ヨ Ч

辞番号解読機台旨を、 O N  に します。
     □  十

1 6 1     = >  F I  B  5 _ _

以
キ宮ま挙ょセ亮じf3描飯埜酪泳糟事浩農書官岳をま

くる群番号を、後戻りさせて、そのCHにfTくことが

□十□+□…回の瑠野監醒そ↑茎壕縮鱗晋が`蒜されます。
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0 3 スペシャルサーチリザーフ

自動 リザーブ機能を、ON に します。

群番号解読機能を、 ON に します。

スペシャルサーチを行ないます。

□ 十□十□=>炉=珂

□ 十回 =>匡∃

臣∃  2秒
間以上押し続ける。

以
去
魯長とせ岳皆雪1ヽ

停2害率譜夢よま早法害吾盆品静そ浜葛占た習掃鮨あ領畳き言を

◎ リザーブメモリの仕組み

以下の説明は、リザーブモー ド中でのことです。 □+□=>

◎ リ ザープを呼び出す

□+□十□と□のキーを押すと、

リザーブメモ リーには、0～ 7ま でのナンバーがついてぃます。

自動リザープで記憶される場合 、リザープメモ リーは、そこにデーターが書き込まれると、
自動的にナンバーを一つ進め、次のデーターに備えます。

□
のキーて、取り出せるリザープを一つ戻します ↑

□
から

1王ヨ
のキーで直接記憶できます

のキーで、取り出せるリザープを一つ進め ます ↓

リザー洲 係の操作を行わ 壌 よ
日

俵 示がされます。

これは、現在、中央に表示されたナンバーの リザーブから出力可能という意味てす。

|―
-0--1 の ような表示が出て、群番号が出ます。

たたし、上の中央の数字は、現在のリザープのナンバーを表わしていますので、0～ 7ま てのどれかです。

睡∃
と

睡∃
のキーで、呼び出したいリザーブ Notま たは、群番号が表示された時に、

[:二 二]を
押します。すると、リザープされていたCHに 移ります。また、PTTを 押すと、自動的に

リザーブされていた群番号になっています。

り
経 括野ゴ学

しても、0～9のメモリーは、壊されることはありません。ただし、表謂番は
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◎ リ ザーブに記憶させる

ここでは、自分の希望する群番 ,CH,モ ー ドを、指定したリザーフに記憶 します。

A  ま ず、機械が勝手にリザーブ機能を動作させないように、自動リザープを止めておきます。

□ 十□+□….=>gゼー ]と Чが消えるようにする

B

C

D

適当な群番号,CH,モ ー ドにする。

いザーブモー門こする。□十□のキーを押す=>
リザープさせたいNo.の キーを押す。=>リ ザーブNo.を 表示して、群番号表示に戻る。

以上で リザーブヘのメモリーが行なわれました。
以降は、いつでもリザーブさせたNo.に して、 モ ニタのキーを押せば、
そのCHに 群番号もあわせて移動します。

○ 各 状態による、マイクのキーの機能

マイクのセ レク ト及びモニタの機能は、無線機の状態 により、変わります。

セレクトキー

リセット メモリー呼び出し

固定モニター  ー ーー十  -lCHモ ニター

サーチー時停止中  ― ― そ のCHを 固定

モニター中 1秒間押 し 一  マ イナス方向でサーチ

レディ 連続リコール

死んだふりH O L D 機 能中 ―

モニタキー

リセット モニター

■lCHモ ニター

そのCHを 固定

プラス方向でサーチ

スケルチOFF,CH表 示

サーチの一時停止中とは、モニタのランプが点滅している状態て、
タイマー又はATISの 信号を持っていて、つきのCHに 移動する状態のことです。

固定モニター ー ーーー

サーチー時停止中 一 ―

モニター中1秒問押し 一

レディ
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◎ F の機能一覧表

□

□

□

回

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

十

十

十

＋

十

■

十

■

＋

十

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

回

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

= ON→ PTTロ ックマイク

= ON→ 全モー ドスキャン

= ON→ メモ リースキャン

= ON→ 空きCHス キャン

= ON→ 全モー ド待ち受け

= ON→ リザーブ機能ON

i ON→ 全群番号リザーブ

= ON→ PTTリ コール 1分

= ON→ 多群番リコール

= ON→ タイマーリコール

ON→ プライオリティ表示   OFF→ 表示なし

OFF→ ノーマルマイク

OFF→ 単一モー ドスキャン

OFF→ 順番CHス キャン

OFF→ 使用CHス キャン

OFF→ 単一モー ド待ち受け

OFF→ リザーフOFF

OFF→ 一致した群番だけリザープ

OFF→ PTTリ コールなし

OFF→ 普通のリコール

OFF→ 普通のリコール

①FF→ ATIS信 号出る

OFF→ 群番解読 しない

①FF→ 表示ランプ①FF

か ら □ リザーブメモリーセット

エ リ ザーブメモリー戻し

= リ ザーブメモリー送り

= ON→ AT IS信 号カット

= ON→ 群番解読

= ON→ 表示 ランプON

A一 CODE 群 番号セッ

i B― CODE 群 番号セット



十□から□ =

十回
十 メモリリード  =

十

[ 三 菱 ∃

□
□
□
□
□
□
□

十

　

　

　

＋

□

□

□

□

□

□

□

□

□

17

目覚し時計機能

送信出力切 り替え

十 リ
ャ

ット

M I C  リ セッ ト

群番号コピー

免許番号吸い取り

自局の免許番号表示

相手の免許番号表示

死んだふり機能

=  H O L D か ら抜ける

=  H O L D か ら抜ける



◎ と うすれは ')

1 5 局
イ 寺 ち 受 け を す る 方 法  一

― 一 十 一 一 一 十 一 一 一 ― 一 一 十 一 ―

辞 番 を 吸
い

取 る 方 法  ―

― 一 一 一 一 ― 十 一 一 一 _ _ ― ― 一 一 一 一 ―

C H を
固 定 す る 方 法  一

十 一 ― ― ― _ 一 一 一 一 ― 一 一 一 一 一 一 一 ―

C H を
記 録 す る 方 法  一

十 一 一 一 ― 十 一 一 一 _ _ ― 一 一 一 ― ― ― 一

自 分 を 知 る 方 法  一

一 ― ― ― 一 ― ― ― ― 十 一 一 ― ― 一 ― 十 一 ― 十 一

相 手 を 知 る 方 法  一

― 一 ― ― ― ― 一 十 一 ― 一 _ _ ― 一 一 一 十 一 一 一

他人に成りすます方法 そ の 1 免 許番号吸 い取り
その2 免 許番号打ち込み

ひ と り
だ

け を 持 ち 受 け る 方 法  一

― 一 一 一 ― 一 一 一 一 十 一 ― 一 一 _

P T T を ロ
ッ ク マ

イ ク に す る 方 法  一

一 一 ― 一 ― 一 一 十 一 一 一 _ _

8 っ の モ

ー

ド
を 全 部

ス キ ャ ン す る 方 法  一

― 一 一 一 一 ― 一 一 一 ― 一

新 モ
ー

ド 1 5 8 C H で ス キ ャ ン す る 方 法  ―

一 一 ― ― 十 一 一 一 _ _

空 い て い る C H を 探 す 方 法  ―

一 ― 一 ― 一 ― 一 一 ― 一 ― ― 一 ― 十 一

8つ のモー ドを全部待ち受けする方法 一 一―――一一一一――一

リセッ ト中に通り過ぎた群番を戻す方法 一 十一一―一_一 十一―

個々の群番を探す方法 ― ―キーーーーーキーーーーーーーーーー

個々の群番を探して貯金する方法 ― 一一一十一――一―十一一―

自動て リコールを打つ方法  そ の l PTT ― 一一一一―十一

そ の 2  多
群 番  一

一 一 ― 一 十 一 一

その3  タ ィマー ー ーーーー十一

送 信
パ

ワ

ー

を 落 と す 方 法  一

十 一 一 _ 十 一 ― ― 一 _ 一 ― 一 一 ― ― 一
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― 一 一 ― 十 一 一 一 _ キ ー ー ー ー 十 一 一 一
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一 一 一 ― ― 一 一 一 ― ―

群番号を読み取らせない方法 AT I Sカ ット
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一 一 一 一 ― ― ― ― 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 ―
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の

時  一

一 一

E 一 C O D E 一

― ― 一 一 ― 一 ― 一 一 一 一 一 一
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